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6 年生児童の英語学習における不安感と

関連する情意要因についての考察

鳴門教育大学大学院学校教育研究科 指導教官 佐藤 美智子

南国市立大篠小学校 教諭 二宮 崇彰

１ はじめに

文部科学省(2018)では中学年外国語活動及び高学年外国語科の目標に、言語活動を通じてコミュ

ニケーションを図る資質・能力を育成することを明記している。言語活動とは文部科学省(2017)に

よれば、「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの活動」と定義されている。

つまり、新学習指導要領が全面実施後の小学校外国語教育では、指導者は児童に対して、自らの考

えや気持ちを伝え合う活動を仕組み、学習を進めていくこととなる。

一方、国立教育政策研究所(2017)によれば、言語活動の定義と近い「英語で自分のことや意見を

言うこと」を楽しいと回答した児童の割合は 49.2％であった。この回答結果は、他の学習活動と

比較して低い数値であった。つまり、児童はこれまでの外国語学習の中で、今後実施されようとし

ている言語活動に対して、肯定的な感情を抱いていなかったことが分かる。

この課題に対して、本研究では学習者の情意の視点から、いかにして言語活動を仕組んでいけば

よいかについて考察することとした。課題をより明確化にするために、研究する情意の焦点を「外

国語不安(foreign language anxiety)」(Horwitz, Horwitz, & Cope, 1986)に置いた。外国語不安

は、これまで研究者の間で認知や他の情意等に負の影響があることが共通の認識としてあり、研究

が蓄積されている。また、八島(2004)は外国語不安について、第二言語を用いてコミュニケーショ

ンをする時に影響する重要な要因と述べている。

本稿では、外国語不安の視点から、現在の児童の外国語不安の実態を明らかにするとともに、軽

減の可能性やその他の情意等の関連について調査を行うことで、今後実施される言語活動に対し

て、外国語不安の視点からどういったことを大切にすることが必要かについて考察を行う。

２ 研究の目的

本研究の目的は、外国語不安軽減の観点から授業実践を行い、不安の軽減が可能であるかを調査

するとともに、児童の英語学習に対する外国語不安の実態と外国語不安に関連する情意や認知の関

係性について調査することで、小学校外国語教育で言語活動を実施していく上で、どういったこと

を大切にしていくことが必要かについて考察することである。

３ 研究内容

(1)先行研究の概観

ア 外国語不安について

外国語不安(foreign language anxiety) とは Horwitz et al. (1986)によれば、「言語学習

過程の独自性から生じる教室での言語学習に関係した自己認識、信念、感情、行動の複合体」

と定義されている。そして、MacIntyre＆Gardner(1991) は、外国語不安は①特性不安(trait

anxiety)と➁状態不安(state anxiety)以外の➂状況特定不安(situation specific anxiety)

として、外国語学習の状況下で生起すると述べた。外国語不安が生起する具体的な学習場面と
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しては、外国語を教室の前で使用すること(Young 1990)が典型例とされる。その原因につい

て、八島(2003)は「不十分な自己呈示の結果、自己概念が傷つけられ、さらなる失敗を予測し

不安が増幅される。」と述べている。

イ 外国語不安と関連するその他の要因について

外国語不安が情意等に及ぼす影響を調査するために、先行研究より関連が予想される要因を

次の３つとした。１点目は、英語の習得を指す「認知」(クラッシェン 1986)、２点目は英語を

好きだという気持ちの度合いである「好感度」(國本 2006)、３点目は国際的な仕事への興

味、日本以外の世界との関わりをもとうとする態度、異文化や外国人への態度などを包括的に

捉えようとした概念である「国際的志向性」(八島 2004)である。

(2) 調査の概要

ア 調査目的

本研究の調査目的は、質問紙調査を通じて児童の英語学習に対する不安の実態及び、その他

の情意面や認知との関係を調査するとともに、授業実践を通じて、外国語不安の軽減の可能性

を調査することである。そのために本研究では以下３つの課題を設定した。

【課題１】 手立てを講じながら１単元(８コマ)の学習を進めることで、児童の英語学習に

対する不安を軽減することは可能か。また軽減が認められた場合、どの程度軽

減がされるか。

【課題２】 英語学習による不安と「国際的志向性」「好感度」「認知」にはそれぞれ相関関

係がみられるか。

【課題３】 英語学習による不安が増減する理由には、どのような要因が考えられるか。

イ 調査方法

(ｱ) 調査対象と実施時期

調査対象：南国市立大篠小学校第６学年４クラスの児童 133 名の内、抜かりなく事

前・事後調査を得ることができた 117 名

調査時期：2019 年 9 月 3日～10月 7 日 各クラス全８回(45 分×８コマ)

(ｲ) 調査手続き

調査対象児童に対して、質問紙により不安と不安と関連が予想される情意や認知につい

て事前調査を実施した後、不安軽減を目的とした授業実践を行い、単元最後の授業で振

り返りシートによる自由記述と質問紙による不安に関する事後調査を実施する流れで行

った。

ウ 質問紙及び振り返りシートについて

調査に使用した質問紙は、①授業実践を実施する前の事前質問紙(以降、同質問紙を使用し

た調査を事前調査とする)、➁授業実践後の事後質問紙(以降、同質問紙を使用した調査を事後

調査とする)の 2種類と、➂学習の振り返りシート(自由記述)の計３種類である。

事前調査質問紙は、児童の英語学習に対する①国際的志向性（５問）➁好感度（４問）➂認



3

知（５問）④不安（16問）の計４観点 30問から構成されている。なお、①国際的志向性➂認

知を問う質問は、物井(2015)を ➁好感度を問う質問は、國本(2006)を④不安を問う質問は、

物井・羽根井(2017)を、それぞれ参考にし，質問の削減や一部文章の改変を行い作成した。質

問は「それぞれの質問について、自分の気持ちに一番近いものの番号に１つ〇をつけてくださ

い。」と統一し、事後調査は④不安(16 問)のみ実施した。回答形式は、①国際的志向性➁好感

度➂認知の観点では「とてもそう思う(４点)」「そう思う(３点)」「そう思わない(２点)」「思

わない(１点)」の４段階のリッカート尺度、④不安の観点の回答は「とても不安に思う(４

点)」「やや不安に思う(３点)」「あまり不安に思わない(２点)」「不安に思わない(１点)」の４

段階のリッカート尺度をそれぞれ統一して用いた。調査の分析では、児童の回答結果を点数化

し，検定を行った。

また、単元最後の時間に自由記述による単元の振り返りを行った。質問文は「この単元を通

じて、どんなことを学びましたか？(自分の成長、心の変化、心に残ったこと、気がついたこ

と、新しい発見など)」とした。

エ 授業実践

(ｱ) 単元の概要

副読本 We Can！２ Unit５ My Summer Vacation をもとに授業案を作成した。

(ｲ) 授業実践の工夫

授業案作成にあたり不安軽減を目的として次の４つの手立てを講じた。

１点目は、ペア・グループワークの活動を学習活動の中心とした単元づくりである。飯

村(2016)を参考にして、発表までの練習や言語活動では、児童同士が関わりあう必然性の

あるペア・グループワークによる学習活動を盛り込んだ。

２点目は、認知を高める工夫である。荒木(2014)は小学生の外国語学習に対する不安と

CEFR4+1 技能の英語の視点による「聞く」「読む」「やりとり」「表現」との間に負の相関

関係を報告している。そこで、「聞く」に対しては We Can!２の動画を用いる前にイラス

トから動画の内容を事前に読み取らせ、発話が予想される英単語を事前に共有をした。ま

た、「読む」活動に対してはワークシートを作成し、知っている単語に〇をつける等の段

階をとり、意味を類推して問題に取り組めるようにした。「やりとり」については、Small

Talk を行う前に、ティームティーチングで指導を行っている英語専科や ALT と会話の進

め方のモデルを示した。更に児童同士で Small Talk に取り組ませる前に、教師対児童で

やり取りする時間を設け、少しずつやりとりの仕方を広げながら取り組ませるようにし

た。「表現」については、単元の最後で複数の児童を前に発表する前の時間に、ペアによ

る発表練習の時間をとり、全体発表に対するスモールステップを設けた。

３点目は、授業中の児童に対する教師の態度である。授業中の児童のつぶやきについて

は、“Good question.”等の短く分かりやすい評価言葉を多用するようにした。また、教

室内で温かい雰囲気が生まれるよう、授業中に積極的に意見を述べたり、モデルを示した

りした児童に対しては、拍手による称賛を促す指示を行うようにした。

４点目は、学習の動機づけである。Gerard MARCHESSEAU 准教授に、単元導入の動画の

作成を依頼し、筆者の知り合いの先生からメッセージが届いているという状況設定を行う

ことで、英語を使用することの必然性を与えるとともに、同准教授にメッセージを送ると

いう単元ゴールを設定することで、動機づけを図るようにした。
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オ 不安の程度による集団分類の手続きについて

【課題１】及び【課題２】に対し、分析の集団を(a)学年全体 117 名の他、(b)低不安群 33名

(平均点－１SD以上)(c)中不安群 44名(平均点±１SD)(ｄ)高不安群 40 名(平均点＋１SD 以上)

の計４つの集団に分類した。分類の基準は、事前調査④不安(16 問)の回答結果を得点化した

後、平均点に対して標準偏差１SD以内か以上かを基準としている。【課題３】では、事前調査

で分類された不安群の事後調査結果を参照し、各不安群の１SD 以上不安が増加した児童を不

安増群(１３名)、１SD以上に不安が減少した児童を不安減群(２４名)とし分析を行った。

(3) 調査結果

ア 【課題１】に対する調査結果

(a)学年全体(b)低不安群(c)中不安群(d)高不安群に対して、不安が授業介入の事前・事

後で軽減されたかどうかを、Wilcoxson の符号付順位検定を用い検定した。検定の結果、

合計得点では(c)中不安群及び(d)高不安群で有意差のある減少が認められた。また、質問

別では(b)低不安群に有意差のある増加、(a)学年全体(c)中不安群(d)高不安群に有意差の

ある減少がそれぞれ認められた。有意差のあった質問及び合計得点は以下の通りである。

(a) 学年全体の事前・事後比較結果

表１ 学年全体に対する Wilcoxson の符号付順位検定の結果(N=117)

(b) 低不安群の事前事後調査結果

表２ 低不安群に対する Wilcoxson の符号付順位検定の結果(N=33)

(c) 中不安群の事前事後調査結果

表３ 中不安群に対する Wilcoxson の符号付順位検定の結果(N=44)
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(d)高不安群の事前事後調査結果

表４ 高不安群に対する Wilcoxson の符号付順位検定の結果(N=40)

イ 【課題２】に対する調査結果

外国語学習に対する不安と情意や認知の相関関係については、事前質問紙の質問１～３０の

回答結果を用い、(a)学年全体(b)低不安群(c)中不安群(d)高不安群の４つの群に対してそれぞ

れ Pearson の積率相関係数(ｒ)を算出した。

検定の結果、英語学習による不安と「国際的志向性」「好感度」「認知」とのそれぞれの相関

関係については「不安」と「認知」との間には学年全体と低不安群の２つのグループで弱程度

の負の相関関係が認められ、その他２つのグループでは相関は認められなかった。一方で、「不

安」と「好感度」、あるいは「国際的志向性」の間には、いずれのグループにおいても相関関係

は認められなかった。４つの集団の相関関係は次の通りとなった。

表５ 学年全体(N=117)の 表６ 低不安群(N=33)の

４観点間の相関行列 ４観点間の相関行列

表７ 中不安群(N=44)の 表８ 高不安群(N=40)の

4 観点間の相関行列 4観点間の相関行列
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ウ 【課題３】に対する調査結果

不安の増減の要因を検討するため、事後調査の結果から、①不安増群 13 名②不安減群 24名、

➂不安に変化がみられなかった児童 80 名の３つのグループに分類した。不安の要因の検討を行

うため①不安増群➁不安減群の児童らの自由記述に対してテキストマイニングによる分析を実

施した。解析ソフトには、KH coder３を用いた。設定は共起ネットワーク図作成の際、語の最

小出現回数は 2回、文章の集計単位は文、語と語の共起関係の強さを示す Jaccard 係数は 0.2

とした。その後、外国語不安との関連の予想される「発表」「緊張」「分かる」という３つのキ

ーワードに焦点をあてて分析を進めた。比較分析の結果は以下 3点に整理された。

(１) 「発表」は「できる」と共起し、不安増群は「できなかった」ことを自己評価する傾向

があるのに対して、不安減群は、「できた」ことに対してのみ自己評価をしていた。

(２) 「緊張」については、不安増群も不安減群も記述があり、不安の増減とは直接的な関係

がない可能性があるが、不安減群には自信を得たとの記述があった。

(３) 「分かる」について、不安増群は「分かったこと」や「分からなかったこと」について

述べていたのに対して、不安減群は「分かったこと」のみを述べていた。また、不安

減群では「分かる」に「先生」と「教える」が共起していたが、不安増群では「分か

る」と「先生」が共起した記述は見られなかった。

４ まとめ

(1) 研究の成果

調査を通じて得た知見をもとに成果を４つ述べる。

1点目は、【課題１】の調査結果から、１単元の学習でも条件つきで児童の外国語不安の軽減

は可能であることが分かった。一方、低不安群では不安が増加していることから、一斉授業を通

じて、不安の程度により増加する場合と減少する場合があることが分かった。もしも外国語不安

の構成要素が関連し合う場合は、短期で改善が見込めるものから取り組みを進めることで効果的

に不安軽減が見込める可能性があると考えらえる。

2点目として、【課題２】の調査結果から、外国語不安とその他の認知や情意等の関連につい

て、本調査では、学年全体と低不安群で認知と弱程度の負の相関関係が示唆された。また、認知

はいずれの不安群でもその他の情意と関連していることから、不安を改善することで認知が高ま

り、間接的にその他の情意の改善が見込める可能性がある。

3点目として、【課題３】の調査結果から、不安が減少したグループでは、自分自身の学習対

して肯定的に捉え、振り返りを行う傾向があった。つまり、「分かる」や「できる」という実感

が不安の軽減に結び付いた可能性がある。児童の教え合いにより「分かる」が実感できる指導の

実践について今後検討していく必要がある。

４点目として、本調査のまとめとして、第６学年の児童でも高い外国語不安を抱えている児童

がいることが明らかとなった。八島(2003)は、不自由な外国語を使うことで失敗が不安を増幅さ

せるが、真に他者と向き合い、互いの意思や考えを伝え合う経験を通じてコミュニケーションの

実感と自信を得るとも述べている。そこで、言語活動については、中学年より成功体験を実感さ

せ，自信をもたせることが必要と考える。また、小学校は学級担任の学級経営を基盤として授業

づくりや学習規律の形成が行われている。よって、日々の学習において、多くの児童を前にして

発表して良かった経験やお互いが相互評価しあう場面、あるいは困ったときには必ず助けてもら

える教室の風土を作っておくことで、学習者は一定の不安を抱えつつも、言語活動を肯定的にと

らえ、取り組める可能性がある。

(2) 今後の課題
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本研究の調査結果より、以下 3点を今後の課題に挙げる。

1点目は児童との関係づくり及び学習のルール作りである。小学校での授業は、指導者と児

童、あるいは児童同士の信頼関係の上に授業でのやり取りが行われ、学習が成立していると感じ

ている。元田(2005)は外国語学習の最適な心理状態について、学習者が安心して第二言語に興味

を持ち、自ら望んでその学習や使用の機会を積極的に求めることができる心理状態と述べている

が、不安軽減を目指した学級経営や学習のルール作りといった具体的な手立てを取り込んだ実践

的な研究を行っていく必要がある。

2点目は研究期間の対象及び期間の適切性である。本調査は、限定的な対象と期間に行われ

た。つまり、これらの結果は児童の 1地点ないし 2地点での調査結果に過ぎない。そこで 1学期

や 1年間、あるいは複数学年といった中・長期的な視点から継続的に児童の情意の変化を見取る

ことで本調査では十分に分かりえなかった考察ができるものと考えられる。

3点目は調査方法の限界である。本研究は、児童の情意の変化について、質問紙を中心にその

変化を分析した。学習者の不安の増減を量的に示すことはできた一方で、「なぜ」「どうして」と

いう質的な要因を考察することは限界があった。そこで、インタビュー等の個の内面の変化と向

き合う手法を用いる必要性を感じた。そうした手法から、個別の要因を帰納的に分類すること

で、実態に応じた外国語不安軽減のための方策を得ることができると考えられる。
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